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『 東京大学「ボーカロイド音楽論」講義 』              鮎川 ぱて【著】 
 
２０１６年４月６日、東京大学駒場キャンパス―すべてはここから始まった。毎年初回の授業
は東大生数百人が受講、オンラインでの同時中継では千人以上が聴講する東京大学教養学部の
人気講義「ボーカロイド音楽論」。あなたが聴き込んだボカロ曲を、ジェンダー論、精神分析、
記号論などを用いて批評していく。そうして描き出される現代の時代精神を、あなたにこそ知
ってほしい。この１冊に“２０２０年代の教養”のすべてがある。キーワードは「アンチ・セ
クシュアル」。乗り遅れないで。東大一の大人気ゼミ、ついに書籍化！！  
 

『 資源争奪の世界史 』                    平沼 光【著】 

スパイス、石油、再生エネルギー人類は資源をめぐり争奪・競争・開発を繰り返してきた。
資源なき日本とドイツが資源覇権国のアメリカ、イギリスに挑んだのが第二次世界大戦だ。
また、資源は固定化されたものではなく、石炭、石油、レアアース、再生可能エネルギーと
歴史の流れにより変遷してきた。石油の時代は終焉を迎え、資源エネルギーの潮流はどのよ
うな方向に向かうのか、そしてそれはどのような争奪戦や競争を引き起こすのか。資源エネ
ルギーの歴史を紐解くことで未来をも展望する、かつてない世界史 

『 剛心 』                          木内 昇【著】 

天涯孤独の身で１７歳にして単身渡米。帰国後、その力量を買われ、井上馨の官庁集中計画
に参加。御一新前の美しい町並みを愛し続けた妻木は欧化一辺倒の都市計画に反発、西欧の
新しい技術に学んだ“江戸の再興”を心に誓う。いくつもの難局を乗り越え、国の未来を議
論する場としての国会議事堂の建設へと心血を注ぎこんでいく―「いい街にするよ、必ず」。
東京を、日本をどう建て直すのか。明治の建築家、妻木頼黄の闘い。 

 

 
『 鈍色幻視行 』                        恩田 陸【著】 

撮影中の事故により三たび映像化が頓挫した“呪われた”小説『夜果つるところ』と、その著
者・飯合梓の謎を追う小説家の蕗谷梢は、関係者が一堂に会するクルーズ旅行に夫・雅春とと
もに参加した。船上では、映画監督の角替、映画プロデューサーの進藤、編集者の島崎、漫画
家ユニット・真鍋姉妹など、『夜～』にひとかたならぬ思いを持つ面々が、梢の取材に応えて
語り出す。次々と現れる新事実と新解釈。旅の半ば、『夜～』を読み返した梢は、ある違和感
を覚えて――。謎と秘密を乗せて、今、長い航海が始まる。 

 

『 Ｐｈａｎｔｏｍ 』                    羽田 圭介【著】 

外資系食料品メーカーの事務職として働く元地下アイドルの華美は、生活費を切り詰め株に 
投資することで、給与収入と同じ配当を生む分身の構築を目論んでいる。恋人の直幸は「使わ
ないお金は死んでいる」と華美を笑い、とある人物率いるオンラインコミュニティ活動にのめ
り込んでゆく。そのアップデートされた物々交換の世界は、マネーゲームに明け暮れる現代の
金融システムを乗り越えゆくのだ、と。やがて会員たちと集団生活を始めた直幸を取り戻すべ
く、華美は“分身”の力を使おうとするのだが…。高度に発達した資本主義、その欠陥を衝く
ように生まれる新たな幻影―。富に近づけば、死にも近づく。現代人の葛藤を描く羽田圭介の
新たな代表作。 


